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燐酸モノヱステラ{ゼ皿(アルカリ性ブ  1スブァグーゼ)の補酵素に就いては既に熊井〈IL赤
松，小林切に依り探索され，赤桧，麻生(3)(4)に依り該酵素の組成が諭ぜられた。即ち，腎アルカ
リ性フ 1スブァグ{ゼのアポ酵素は， 3分子のヒスチジン或は  2分子の他種アミノ酸叉はヒスタ
ミンと Mgl+1原子と可逆的に結合してホロ酵素を生成し，叉このホロ酵素は過剰なアミノ酸
或はヒスタミンの存在する時は更にそれ等の  2分子と結合して不活性化される  O アミノ酸或は
ヒスタミンの他に 1分子のヂペプチド， トリペプチドもブギ酵素と結合して活性化し更に 1分
子結合すると不活性する  ζ とが明にせられ7ヴ九
叉，強柿酵素能を有するヒスチ~ユグ叉はその他のアミノ酸のベンツオイル体は全くその賦活
作用を失う仰が， カルノシンはヒスチジンに比べて弱し、乍らも賦活すがの。ウロカニン酸，イ
ミグゾ{ルは殆んど補酵素作用を失うに，ヒスタミンのみは他のアミノ酸のアミンと異り師、し、
)。(2)(3)(4賦活作用を有する事も既に報告された  
この様な成績より，アミノ基は賦活作用に必須な基と考えられるが，アミノ酸或はペプチド
のアチル誘導体には，過剰アミノ酸と同じくホロ酵素を阻害する作用を持つものがある事を知
ったので，こ与に此等の阻害機構に就し、て報告する O なお，ホロ酵素としては豚腎自家治化単
純透析液と諸種アミノ酸， Mg+tにて賦活されたアポ酵素液を用レ7こo
実 験 に稀釈して用いる。
 
実験材料  (3)阻害剤 
  
(1)基質 ノザニトロフェニ{ノL燐酸ソ{〆くり Benzoyl-histidine (融点 2470)，Benzoyl-tyro-
(2)酵素 sine (融点 1650)，Benzoyl-glycine (融点 1880)， 
(A)アポ酵素 Albers'腎酵素粉末液の(10mg Benzoyl-alanine (融点 150-10)，Benzoyl、aspartic 
%)50mlを1%borax液 2/に， 2% bicarbonate acid (副!点 184.-5つ， Benzoyl-glutamic acid (融点
液 2/に各 1目透析・したものく1)。毎試験時， 蒸溜水 ]37-9つ， Di-benzoyl-arginine (融点 2300)。
にて約 5~10 倍に稀釈して供試する。 Acetyl-histidine(融点 154-60)，Acetyl-tyrosine 
(B)豚腎自家消化単純透析液 新鮮な豚腎を (融点 146-8つ， Acetylcarginine (融点 140つ， Ace司 
Homogenisorにかけ 10倍量の水を加え，少量のク turic acid (融点 205つ。 
ロロホルム・トロ{ノレを添加混和して 370にて 3日 Imidazole (融点 79-820)，Urocanic acid (融点 
間自家消化後臆過し， ì慮液を流7.K~こ 2 日蒸溜水に 1 23]つ， Arginic acid (融点 2230)。 
日透析したもの。毎試験時蒸溜水にて ]00 ~.150 倍 Benzoyl-diぢlyci~e (融点 206-70)， Benzoyl-
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glycyl-tyrosine (融点 200-20)。 
m-Amino-benzoyl-histidine (融点 1700)，m-
Amino-benzoyl-gIycine (融点 1940)， m-Amino‘ 
benzoicp-Amino、 つ，173-4(融点benzoic acid 
acid (副1点 187つ 
Glycyl-m剖 nino-benzoicacid (融点 2450)。 
Acetyl-histidineは M.Bergmann(8)の方法に従
って合成し，他は当教室:保存の標本を用し、た。
実験方法 
(A)貯素試験稀釈腎自家消化単純透析液或は稀
釈?rjfr梓素液 1ml，1¥/10 Vercnal塩酸緩衝液 (pH 
9) 2ml， アミノ酸溶液 1ml O:ffi釈腎自家消{t，単純
透析液の時は添加せず，蒸溜水 1mlを加える)，阻
害剤溶液 1ml(但し対照には添加せず，蒸溜水 1ml
にて之れに代える)， JVIんoMgCl:!液 1ml，蒸溜水2 
ml 計 8ml の混液を 37 0 • 60介加温後，予め 370 に
加温して置いた iVT/40 バラニトロブェニーノL燐酸ソ
。実測される吸光3)4，S，(Filterで測定するmeter
係数 (E)と水解度との聞には次の関係がある。
水解~ % = Eh x 100 
Eは30分， 60分後に測定する。 60分迄Eは直線的 
tこj肴加する。
実験結果
I.ホロ酵素の阻害
アポ酵素に M，'200MgH及び諸種アミノ酸或はヒス
タミシ至適嬰度(第1表〉添加により最犬にj活性化
したホロ酵素に対して，叉豚腎自家消化単納透析液
のそノエステラーセ、に対-しても 10.g1¥1Benzoyl-
histidine，10-:!1¥在 Benzoyl-tyrosine，1.25x 10-:1 
1¥1Acetyl-histidine，10-21¥1Acetyl-tyrosine vま
阻害作用を示す。然し ]0-2M Benzoyl-glycine， 
10-2M Eenzoyl-alanine，10-2M Benzoyi-aspar-
tic acid，10-2M Benzoyl-glutamic acid， 2.5x 
:2MArginic一2x 10，enzoyl-arginine七Di. 1孔2一10  
し，d何ほad 5 x 10一31¥在 Acety凶1. 主乱 rginine， 2xl0一日 Mーダ溶液 2m!を混和する(基質終濃度 M /zOO心。実
験;温度 370 0 Aceturic acidには阻害作用を認めない0 ・この様に
(B) 71¥解度の視IJiJE 酵素松波は極めて稀釈されて アォ、酵素に対して柿醇言葉能を有するアミノ般のアチ
いるので除蛋白を要せず。検液 4mlをとり，直ちに ノL体には阻害frfl')を示すものと示さないもの Lある
飽和~jÃ!酸ソーダ 4ml と混和して，酵素反応を中絶す ことを知る。
ると共にアルカリ性反応で豆色する黄色の遊離バラ イミダゾーノLイヰ:に関係して検ベ、たウロカニン離と
ニトロブェノーノレの吸光度を Pulfrichの photo- イミダグーノレとは叉阻害作用を示した(第 1表〉。
第 1 表
下----....______戸 素 l豚腎自家 i アポ酵素+下記アミノ殿

......._______九---、~ I histidine Itvrosine I 

Inhibitor ¥~11¥¥|消化倣 lL25×10-4Ml1Z10-3M| 旭樫/ミ 
benzoyl-hie.tidine 10-:1M 0.10 0.06 0.09 0.18 histamine 5x 10-4MI 
benzoyl司 tyrosine 10-:.lM 0.59 0.64 0.62 
benzoyl-gIycine 10-:3恥f 1.00 1.00 
10-21¥1 1.00 10-2M 
可・4 
' E A 'hbbee nn zz oo v d v d  aa nm 1.00 I 1.00 alanineミ 
， . 
・--ntt -Jc
a c AU
E - 10-e!おf ト1.00aspartic acid 10-2M1.00 1.00
benzoyl司 glutamicacid 10-:JM 
di-benzoyl-arginine 2.5x10-3M 
arginic acid 2x10-:2M 
acetyl‘histidine 
acetyl-tyrosine 
acetyl-arginine 
aceturic acid 
1.25xl0-3乱f 
10-~M 
5x10-3M 
2x10-2M 
imidazole 10-2M 
1.00 
1.00 
1.00 
0.84 
0.75 
1.00 
1.00 1.00 arginine 2.5x 10-3M 
1.00 1.00 arginine 2.5x 10-3M 
0.70 
0_58 
1.00 1.00 arginine 2.5x1.0-3M 
0.50 I 0.55 
Urocanic acid 10-2M I 0.46 0.53 
表中の値は，阻害斉li非添加の場合の分解度(極犬値〉を 1.00とした時の比較
的数値(活性度〕を表す。何れも 60分値を以って計算された。
(アボ酵素は M/:woMg及び諸麗アミノ酸にて 100%活性化きれたものである〉
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ll.ベシヅオイル・ヒスチジシ並v，こチロジシの とを認めたく但L， pAとはーlog Cベンツオイル体〕
阻害機構 を意味するものとする〉。この様にホロ酵素の不活
そこで，ベシツオイル@ヒスチジン及びペ~'/ォ 性化はアミノ酸過剰濃度に依る抑制の場合と同様で
イノレ・チロジシの阻害作用を観るために，アボ酵素 あるが， s型曲線がアミノ酸の間害は二次である点
を1.25X 10-4 M ヒスチジシ或は 10'-3M チロジン と呉り，一次である点でチ、或はトリ・ペプチドの過
で 100%活性化し， これ等に種々濃度のベユノヅォイ 剰濃度に依る阻害と同じである。
ノレ‘ヒスチジシ又はベンツオイル・チロジンを添加し 叉，これ等ベン Yオイノレ・アミノ酸阻害の結果は
て得られた実験値から pA活性度曲線を画くと(第 豚腎自家消化単純透析液にても同じである(第1図， 
1図〉。し、づれも一次S型曲線で，その位置は賦活ア 第2表〉。
ミノ般の種類に関せず，阻害剤に依つてのみ具るこ
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Benzoyl勾 rosine阻害 表中の数値は実測値 (60分
前〉で括弧内はこれから計
算した活性度である。 30分
間は省略。以下の表も同様
である。
対照はアポ酵素を 111/8000 
histidineにて 100%活性
化した|療の値で、ある。
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TI. アセチノL・ヒスチジン及びチロジンの阻害 を酢酸プタノール混液 α[ij成，プタノーノレ4，氷酢
機作 酸 1，7k2)を展開剤としてニシノヒドリシ閃志で呈色
アセチル・アミノ酸の阻害を検杢するに当って， せしめると，豚腎自家消佑単純透析7夜では pH9， 
供試醇凍のアチラーゼ‘作用の有無をぺ{バーグロマ pH 7に於いて痕跡的にチロジンのスポットを認め
トにて検するに， J:記の実験条件よりも濃厚な酵素 得，た仰がアポ酵素には pH7，pH 9共に認め得。なか
(豚腎自家消化単純透析液では 100倍，アポ酵素で った。
は20倍強力〉を用い.]1'/50アセチノL・チロジユ/に夫 既述の如く， アセチノL・アミノ酸ではヒスチジシ，
々 pH9，pH7，5時間作用させた後，遊離チロジン チロジシのアセチル体のみが阻害する。これ等ア
第 2 図 
BH: Benzoyl-histidine BGT: BenzoyI-gIycyl-tyrosine 
BH: BenzoyJ勺Trosine BGG: Benzoyl-di-glycine 
AH: Acetyl-histic1ine m-ABH: m-Amino-benzoyl-histidine 
AT: Acetyl-tyrosine GmABA: Glycyl-m-amino-benzoic acid 
(aut) : 豚腎自家消化単純透析液 
1.0 
8GG 
26 司電ー 一ー一一一ー 一ー一一一ーーー ー log r侵害jlf1j濃度 1
第 3 表 
(a) アボ酵素阻害剤濃度と酵素活性度 
I-'~!薦íl\lfìl ーアー 1 1 1 1 
害 剤|ァてごいムノ|対照|二|三 | ょ -l-4 l i 
"~ '-1'1 I ノミノ榎~I ，.~ "" I50 I100 I200 い400 I800 
0.30 0.12 0.162 0.21 0.2220.050 0.08
Acetyl. histidine 0.000125乱f 
Histidine (0.40) (0.74)(1.00) (0.16) (0.27) (0.54) (0.70) (0.83) 
0.29 0.2530.150.001 MAcety l.-tyrosine 
Tyrosine (0.64) I (0.74) (0.87)(1.00) (0.52) 
0.30 0.267 0.28 0.290.21 0.24Benzoyl- 0.000125 M 
glycyl-tyrosine Histidine (0.93) (0.97)(1.00) (0.70) く0.89)く0.80)
0.320.33 0.3150.29Benzoyl- 0.001 M 
glycyl-glycine Tyrosine (0.97)(0.95)(1.00) (0.88) 
(b) 豚腎自家消化単純透析液
主主九匂j対照[ 1 1 1 1 1 100 200 400 800 1600 
Acetyl-histidine 
0.20 
(1.00) 
0.085 
(0.43) 
0.12 
(0.60) 
0.15 
(0.75) 
0.168 
(0.8の 
0.186 
(0.93) 
Acetyl-tyrosine 
0.25 
(1.00) 
0.19 
(0.75) 
0.225 
(0.90) 
0.25 
(1.00) 
0.25 
第 3号 千葉医学会雑誌 -227-
チル・アミノ酸が 1.25x 10-ct M ヒスチジユ/叉は
 
10-3M チロジユ/で 100%活性イじされたホロ酵素を
 
ι旦害する関係を-log (アセチノL・アミノ酸〕一立性
度曲線で示すと一次S型曲線である。これはベゾヅ
オイル・アミノ酸と同じであるが，曲線の位置が右
にづれている。
叉!豚腎自家消.frl単純透析液の両種アセチル・アミ
ノ酸による阻害も同機に一次S型l曲線を示すが更に
栴右側にづれ，阻害の低下を認めるぐ第2図， 第3
表〉。
lV.イミダゾ-}l-の阻害
ヒスチジ yの強し、補酵素能及びベ γツォイノL・ヒ
スチジンの強い抑制作用に関聯して，補酵素~mを有 
LないイミダゾーノLの阻害作用を更に検するに， 
11.25X 10-.M ヒスチジ 賦活合成酵素に対しても，γ
モノエステラーゼ、阻害実験に先立ち，使用酵素が
ベンツオイル・グ、リシル・チロジンとベンツォイノ ・L
グリシル・グリシ 溶液水解作用を検するに，アポy
20酵素を阻害実験に供する時の 倍濃厚に，豚腎自家
60消化単純透析液を 倍濃厚にして用レ， ベシツM/OJ.
オイル・グリシノレ・チロジユ/及びベンツオイノ1，-.ヂ・グ
3 Imidazol第 図 の阻害 
吋的性皮 
豚腎自家消化単純透析液に対しても同様に一次S型
曲線に沿L、活性度が低下する(第3図〕。 
V.ベゾヅオイル・ヂ・ベフ。チドの阻害
1.0 
ヘ~~~、可 
"-.0 
0.5 l0 
0日J 1.2:; x 10 '1¥1Histidllle 16¥泊l<' 
• 
E 
x 豚腎自家消化単純透析l(i 
22 『一一一一ーー LOs(イミダ〆-/") 
リジシに夫々 pH7，pH 9で 370 5時間作用させ，
(アセチル・チロジシの場合と同じ条件で〉ベーメー
クロマトグラフにて遊離アミノ酸をみると，アポ酵
素のブ1・は pH7，pH 9共にグリシン戒はチロジシの
スポットを全く認めず，豚腎間家消化単純透析?夜で
は共に遊離アミノ酸の痕跡的スポットを認めた。即
ちベシツオイル・グ、リシノレ・チロジンでは pH7，pH 
9共にチロジシのスポットは見られるがグリシシの
スポットは全然認められなかった。叉，ベシヅオイ
ル・ヂ・グリシンの方でもグリシ yの痕跡的スポット
:を認めた。従って， I啄腎自家消化単純透析液には微
弱乍らカルボキシベフ。チ〆{ゼを有するもiアポ酵
素液に就いては，この実験ではカルポキシベプチ〆
{ゼ、，アチラ{ゼの存在を考慮する必要はないもの
と認めるの
そこで，ベンツオイル・ヂ・アミノ肢の抑制作用を
検するに，先ず，アポ酵素を1.25x10-4M ヒスチジ
ル 0.5X 10-ilM Mgl+にて 100%活性化したホロ酵
素に3 ベγツオイル・グリシノL・チロジンの種々濃度
淡を加えると弱L、乍らも阻害され， pAー活性皮rli
線は一次SID:を呈する。次に 10寸 M チロジシ 0.5 
X10-!lM Mg刊で 100%賦活したホロ酵素にベンツ
オイル・ヂ・グリシンを添加するも，高濃度に於いて
僅かに阻害の傾向を示す程度に過ぎなかった(第 2
図，第3表(司〉。 
VI.アチノL・アミノi駿の阻害型
アミノ酸のベンツォイノレ{私 γセチノL休の阻害の
型を検するに，先ず，種々濃度のヒスチジシを丹I、
て活性化ホロ酵素量を斐えたものに犬々1O.-tiMベ
シツオイノレ・ヒスチジシを加えその活性度を見るに，
ベyツォイノいヒスチジユ/不添加の場合の 45%活性
(阻害 55%)前後を示した。 
2くに，ホロ酵素作用 84%阻害濃度の1.67x 10→ 
M ベyツオイル・ヒスチジンを用い，チロジン濃度
を~えてもその作用比は略 82% で、あった。この様
にヒスヲジシ賦活でもチロジン賦活でもその襲度に
か Lわらず，実験誤差範囲内のふれで，同じ率で低
第 4 表
1 
800 
111 
1000 I1600 I2500干手百円lよrl~O Iふlぉ 
0.22 0.25 0.280.18 0.300.000125 M Histidine 
賦活合成酵素 (0.58) (0.71) (0.80) (0.90) (0.97)(J.00) I(0.42) 
0.]2 0.190.38 0.25 0.28 33 0.36豚腎自家消化 
単純透析液 (O.~32) (0.50) (0.66) (0.74)(1.00) (0.87) (0.95) 
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下する(第4図(A)(B)。 ジシ不添加曲線と比較すると， ヒスチジユノ或はチロ
同様に，添加ベンツオイル・チロジン濃度を一定 ジンの濃度に拘らず同じ率で低下する(第4図(c) 
にしく10-21¥1)， ヒスチジシ或はチロジシ諺度を斐イじ (D)，第5表〉。 
させて，その pA活性度曲線をベシヅオイノレ‘チロ 
第 4 
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(B) 
(0) 
一---'一四一ー母由a 
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0.5 
阻害
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度
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第 5 表
-------一一賦活剤~ (Histidine) I I 一1
阻 去一一一~__ (M)! li附 .000 1/1~0・0∞ i1/印刷o I1/払明。 Ili批問。; 1/円。000 Ili4.0∞ 
仁三1 :;、一一一
不添加.I 0.150 I 0.220 I 0.260 0.296 0.302 I 0.304 I 0.302 
M/10.加 o Benzοyl-histidine I 0.072 I 0.092 I 0.104 I 0.130 I 0.132 I 0.134 I0.136 
作用比 ω48 j 42 44 44 [45し 
-_一~賦活剤 (Tyrosine) I 。.ω11/ 制 ， . ， ， ， .4ia の リハ リ  --n u〔M)I害函一一一一J巨
不添加| 0.270 0.292 0.320 
Mif.lO・OOU Benzoyl-histidine I 0.216 0.230 0.260 
用
作 比(%) 83 83 80 79 82 
ζ 二二一層(-(開てHi託idille)十一 一寸ょ一一一「一一 ¥----1 令|
阻中~---___ (M) I 1/2GO•Oω I li200.ωu I 1/140.仰い llO.ωI 1/80.ω 宅|
百 剤一~一一一:__I -- I .- -- 1 -- 1 ，- - I-
不 添加 0.060 0.078 0.110 I 0.146 I 0.230 0.290 
M/110 Benzoyl勾 rosine0.032 I0.040 0.058 0.078 0.116 I O.凶
作 用ら 比く%) 54 52 日 i54i51150
0 
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空?一一•00

一九
 之ふ:乙l-t句匂一齢?即zy」JJ?
用比 ωj一 ~ ~ ~ r ~ 1J 
故にベンツオイル・ヒスチジシ及びチロジンの阻 示した。ゲリシル・メタ・アミノ・安息香酸のアポ酵
害は非相競性である。 素:I{!li活能及びホロ酵素阻害作用を示す pA-活性度曲
同様な関係がチロジンの濃度を~えつわ一定濃 線はと丹部，下降部とも一次のシグモイド曲線とな
度(10-2M)のアセチノレ・チロジソの阻害を見ると
きにも成立っている(第 5図，第 6表〉。
VII.アミノ・ベ γツオイル休の阻宮
ベシヅオイルーアミノ匝芝の阻害に関車計して， メタ・
り，ヂ・ベブ。チドの様に作用することが認められる 
|λぽ2(鵠 
上記のうち，最も顕著な阻害作用を有するペジヅ
オイ A・ヒスチジシに相応するメタ・アミノ・ペソツ
アミノ e安息香再発(10-2M;10-3 ]¥1[)を Mg付添加i オイル。ヒスチジンはベシツ才イノレーヒスチジシと同
アボ酵素に加えても賦活作用なく，叉.M~g'+，ヒス
チジ yにて極大に賦活したホロ肝:素vこ添加しても阻
害作用は認められなかったの
次にメタ・アミノベシツオイル・グリシコ/(10-a 
M; 10-2M)にも賦活作用も阻害作用もなかった。
叉，同濃度のバラ・アミノ・ベシヅオイノレ，グリシ~/
も同様であった。これに対してグリシノL・メタアミ
ノ・安息香酸は同濃度に於し、てアポ酵素賦活作用を
第 5 図 
じく，ずホ酵素賦活打、用を持たないがヒスチジユ/賦
活ホロ酔素を阻害する作用を示した〔第 7表〉σ メ
タ・プミノ・ベ:ノヅオイル・ヒスチジシの阻害関係
を， ヒスチジン/J{式活合成酔5素に就いてみると， "tA-
活性度関係は一次S型曲線となって低下することは
ベ:/ツォイノレ・ヒスチジンに於けると同じであるが，
より強し、阻害作用に原因して曲線のi立i こ置が更にlr:f
づれてb、る。叉豚腎自家消イじ単純透析液に就いても
同様である(第2図，第8表入
者 按
アミノ椴がアボ酵素賦活作用を有するに反し，無
水物とベシヅオイノL休とがその賦活能生失うことはー
Tyrosine賦活 
0 1， 
Acetyl-tyrosine 
， 
./ 
阻害
4
JX 10-2 M 
j 既に赤松，小林(.'d)に絞り認められ，遊離アミノ基の必要性は指摘された。 i活関アミノ酸のベシツオイル
，'(f" イ本の外， アセチノt1'本も叉その刊=井jを欠〈再引まアミノ
般の補酵素作用に遊離アミノ基の必~fjな事を1@定的
， 
6 
，/ -10.5 
に示すものであるの
アチノL・アミノ西空のうち ヒスチジジとチロジ y9
のアチノL体にホロ酵素|田宮作用を認、め得ることは注
目に価する。この事は両アミノ般の強し、補酵素能と
関係ある事を思わす。
この阻害関係が一次S型 pA活性皮曲線にて示さわノ
活性皮
3 
ャ 一 log(TyrosineJ 
第 6
ることは， これ等ベシツオイル・アミノ酸はその 1
表
賦活剤 Tyroイ 」M1-1 M M M M ム阻 ¥~~¥sine(MM 万五百害剤 ~~~~~~'--~~/I .1，000 パ。00 I4，000 I8，000 116，000-kmi-I--~一一一加 γ;ミ6T~o.μ 0.11 l一一一一
下一一 用J:t (1扇子「示瓦石両円一両イ下:jir 
-/一8.1/f~ 
 0 
0.08 0.0510-2M Acetyl-tyrosine 0.17 … 添
間 
ency 噌 EEA
九 udb、 且  
TEA
- n v dmmanm 
民 
p-arn1l1o-
benzoyl-g1ycine 
gIycyl-m-amino司 
benzoic acid 
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第 7表 アミノ・ベンツオイル体
対 照活性(阻害
リ 60' 30ぺ 60' I30' j 印 F 
rn-arnlno-
. benzoylhistidine
‘
rn-arnlno・ 
/ I / 0.00 . 0.00I!/benzoic acid lI'I/1000 
l悶|。ぺ 0加 
I! I I! I 0.12 1 0.24 
第 8 表 
ら明日 1'/~.@1叫1山川山川 I/IF可升川司 1/缶

詰去三川J:J(::J:J判以(;:j山山;J(:;J(;:Jぷ
 
EE里ど
_*1同五一ぷ副玄司可同戸日子壬占?示記:了F 止ケ川止イ山ソ竺j~竺1.竺


イケ2:l H

口
O [?令付…成悶酵一素ト川山:fよ(J4l
histidine 豚腎白家消化 I0.31 I0.282 10.2μ48 担11I O.ユ必 偲 侃引 0.037引I0.2 146 I0.093 I0.068 偲引i 
|単線透析液 1(1.00) I (0.80) I (0.4 (0.30) j(0.91) I (0.68) I 7) I (0.22) 1 (0.1の1(0.0の
分子がホロ酵素と結合してこれを不活性化すること
を示すものである例。他の阻害剤(イミダゾーノ~，
アセチル・ヒスチジン，アセチル・チロジシ〉に就
いても同様である。これは合成ホロ酵素にアミノ酸
2分子， またベフ"7-ド 1分子が結合して不活性化す
ると同様である。然し乍ら，ベンツォイ 71-・ヒスチ
ジンの阻害作用が顕著である。豚腎自家消化単純透
析液の場合では，合成ホロ酵素試験の場合に比して
阻害曲線が少し右にづれているのは阻害剤がアチラ
{ゼにより氷解されるによるものであろう。
アミノ酸の種々濃度添加によるホロ酵素生成度に
拘らず，一定濃度のアチル・アミノ酸に依る阻害は
同程度に止まる事は，此等アチノL・アミノ酸の阻害
が添加アミノ酸と野社競牲であることを示す。(過
剰アミノ酸がホロm素に二万ミ自もに結成して不活性化
を起すと同じくこれ等アチノレ・アミノ酸に阻害作用
が見られると云うことは，アミノ基以外にも酵素と
結合し得る化学基があり，この結合(極性〉基によ
る第二次結合にてホロ酵素は不活性化されるものと 
考えられる。ヒスチジシ及びチロジシのアチノレ体，
イミダゾーノレ等の様に阻害のみするものは皆この第
二次結合しか出来ないものと考えることが出来よ
う。〉
アチノレーヒスチジユ/及びイミダヅ戸ノレの強い阻害
作用はイミダゾーノL核の(三 N)，=NHに起因す
ると考えられる。小林(:'，)はトリプトフアユ/に強い補
酵素能のある事とプロジンに補酵素作用あることを
報告してしる。然し焦性グルタミン酸には賦活， t温
害両作用を欠く事からも -CO-NH----'結合には関
係なし、事が分ると共にアチノレ@アミノ酸はヒステジ
第 3号 千葉医学会雑誌 -2~~1-
シ，チロジ γのアチル誘導体を除き阻害作用なき事 活，阻害作用を示すもので、あろう。〕 叉，ベソツォ
も両アミノ酸の -NH2基以外の結合基の存在を確 イル・ヒスチジンの阻害作用はメタ位置にアミノ基
定的にするものであろう。 を導入すると強まる。この理由は未定なるも芳香核
次にチロジ :/f'こ就いて，ベユ/ツオイル・グリシ y につし、たアミノ基は必ずしも影響を及ぼさないわけ
がホロ酵素との結合を示さないのにベゾツオイル・ てはないが，酵素蛋白との結合性は微弱である。 
グリシル・チロジシは弱し、乍ら阻害作用を示し，ベ B. S. Gould(lCl)はアルカリ性フォスファターゼに 
ンツオイル・グリシルグリシンは殆んど阻.害作用を ketene，phenylisocyanate，HN02，HCHOを作用
示さなし、。他方，ベユ/ヅオイル・チロジヅが抑制し， させ遊離アミノ基と HO-ζコーの必到生を報じ， 
チロジ::/は強し、補酵素能を示すことは，チロジシの V. BaccariO"l)等は又(同じ様な実験から〉酸性フォ
HOー 〈コーが酵素蛋白との結合に何等かの意味を スフアターゼにも遊離アミノ基の必要性を認めてし、
持つものと考えざるを得なし、。 る。此等は上述の事実と符合するものとして興味が
メタ・アミノ・安息香酸は賦活，阻害作用ともな ある。
し、。叉，ベシツォイノレ・グリシンと同様にパラ・アミ 以上，阻害実験に関連して，ホロ酵素と阻害剤，
ノ或はメタ・アミノ・ベンツォイノL・グリシンは賦活， アボ酵素とアミノ i駿の結合ι関して大謄な若干の推
抑制の両作用を示さなし、。然しグリシル・メタ・アミ 察を試みたが，酵素の活性化，不活性化とアボ酵素
ノ・安息香酸にはヂ eベプチドの如く賦活問害問作用 +補酵素十 Mg特なる金属蛋自の結合状態や酵素作
を認める。(グリシノ1--.メタ・アミノ・安息香ー 酸は脂肪 用の機構に就いての研究は，酵素の純化を待って，
性の 4・アミノ基とカノLボキシノレ基とを有するため賦 今後に残された興味ある大きな問題である。
要 約 
1) アミノ酸のアチル誘導体はアポ酵素賦前作用を示さず，アチノレ・アミノ般のうち， ヒス
チタンとチロジンのアチル休に，アルカリ性ブ古スファグーゼ阻害作用を認める。イミダメール
も亦阻害作用を示す。
め これ等アチル@アミノ酸及。:イミダメ~}レの阻害関係を示す pA lfi性度曲線は一夫S型
3) これ等ブチル・アミノ酸の阻害は賦活アミノ酸とは非相競性である。 
4) ベンツ地イノレ・ヂ・ペプチドのうち，ベンツ 1イル・グリシル・チロダンは阻害作用を示し，
この pA阻害皮曲線もー弐S型℃あり pA小となるに伴ない活性度は低下する。ベンツォイノレ・
ヂ・グリシ~/は僅に阻害の傾向を示す程度に過ぎなし、。 
5) アミノ・ベンツ方イル休とベンツ 1イル体の阻害に大きな差具を認めなし、ム 
6) 此等の阻害実験から得られた結果に関し若干の考察をしたc
本研究は，文部省から赤松教授に与えられた科学研究費により，赤松教陵指導の』ドに行われた。
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